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て， I直接堂習指導その弘のの改善寺ドはかゐ ζkは ，諸他の施策とともに，ーフの有力な ，むしろ教育実
践においては本質的な遂であると考えられ為。
ζれらの点にかんがみ，当研究所は数年来ζ のさ営力と営習指導の陪髄やとl);iトげ，その研究官ヤ進めて
きた次第であゐ。す左わち ，ζの研究は，研究紀嬰 M 集にで空とめた高砂虐営学力検査の検E司令きっか

















究の報告で》り ，今後数生継続されゐ ζの研究の第一次報告と し寸性質キドもつものでまトゐ。なお，ざま?





新潟県立教育研究所長 小 林 正 直
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目的性をもち . 今日の教育κí，~ v>て極めて重要な意味をもって凶ると考えられる。




卓三育の目的は ，児童生誕の現代社会に適応できる力を養うとと Vてあると加われて凶る。とれは ，
単に現代社会を主主受できると加 うととだけでなぐ，現代社会を変革発展させ .よbよい次代を建設
するカをも意味している。社会は常に前進しでかt .また前進させなければならiv>。それκ適応












人類数千年の経験の集積である諸科学 ，妓術 ，芸術等の文化遺産 ，とれらの成果を抜きにして現
代社会κ適応する力は考えられないであろうし ，とれらの文化遺産の習得をと必してのみ .との力
が育て得ると考えるからである。



















上~ . 更に人聞の本質と将来の社会発展の方向の予見の上κ ， 今日の教育のあり方を考えていきた
加と忍う。


























































































































通である。との場合も. r平行糠の同位角や錯角が等 し加」と ν~? Aの結節から「内角の和が 2r.RJ
とv，うBの結節に至る思考の流れ.ある凶は繍助線を81ぐと凶う方法は，平行線の性質そのものだ
.，、，


























































I I ~l814- r..mJ 1_ 1Iemot1Dt1n1 -.1献の続念，原理，回目 l論理豹→ii 同悼の微念.公理|一論理(];醸 l ト l 





















































































は伸U1i¥ハであろう。 下 I<r'~也牛~ . 、 ピー
「三角形の頂点から対辺陀平行線を号I( ，そうすれば.錯角は等しい ，I司位角は等しい ，だから
内角の和は平角 .す左わち 21R{IC等しり と説〈。生徒はその稲畠記道すじにEれの左加ととを承












ある凶は 「長方形を書凶てみると H ・H ・Jと説明する。だが ，どうして対角線を引〈ととに気づ凶た
のか，長方形を嘗〈ととに気づいたのかn とのととが ，とれらの問題を考える場合の思考の山であ
ろう。 ζのよう左指導だけが繰タ返されて凶るとしたら， 一部の息詰れた素質をもって凶る児童生





びたが ，新しw胡闘を解〈力 ，V>わゆる応用する力は伸び1iv>Jとwうs嘆きも当然のζ とと居、う0
2. 計算の方法，基本的役図形の面積や休債の求め方 方ー程式の隣法とか幾何の定迎会どは ，救師が










数竺容の思考を問題にしたものも ，多 くは.児童生徒の実態を調査して ，r洞察でき在v>J ， r関




第 章 研 究目標
第一意で述べたよう友生学習指導や算数数学科の本質 ，算数数さ字教育研究や実践の現状Uて対する見解を・









日 前噴 1.2の研究にもとづv>て，そのよう な思考力を伸ばす学習指導はどうあるべきかを追究し.
学習指導上の原則を見出したL、。
との研究は 3か年を予定してはじめられたものであ.b.前項1.2を目標とする研究作業を第一次研究
として昭和 36年度に，前項 3を目標とする研究作業を第二次研究として昭和 37... 3 8年度に実憶す
るよう計1自iされた。 ζの紀袋で報告するのは ，主として第一次研究の結果である。
第一次研究の目|索は ，児童生徒の思考の様態，過程，換言すれば ，児童生徒批現実に，数学の問題を
どのようだ考えて凶〈もの乏のか ，どん念場合Uて居、考ー が行きづ;i.O • どん没契機でそれを打開するか，





1. ・何らかの経験一一知器 ，妓穏 ，態度等を前提V亡し左ければ思考は考えられ念い。児童生徒の思考
は.成熟または過去の経験によって獲得した反応を土台とし.それによって規制され るo













われる。とれば ，V>わばー径の試行錯誤ではあるが ，そとにはfPJらかの予想があり ，目的によって
方向づけられ ，目的にそわた加反応は除かれて加<，という意味で，単なる試行錯誤とは呉・走る。
ζのよう1i:，予想 ー一試行一一 予想の修正一ー試行 ，の繰b返しの過程で ，全体の構造が他慢さ
れ，客観的な反応体系が成立し ，問題が解決されるものと忽われる。
5 とのよう にして当面の練題が解決されると ，との課題解決K役立った知識 .妓術 ，方法 ，解決の
結果関らかとたった対象の性質 .1蝋埋 ，法貝IJ等が ，既有経験の体系内Uてとb入れられ ，位置づけら
れ ，統一，一般化される。すなわち .終験の体系が再構成される。





思考の過程をとのように考えると ，予想 ，すなわち ，部分的の ，1または一応の鬼と沿しが成立する
かど うかが .思考が前進するか停滞するかのわかれめと念る。との予想、の成立を可能にするもの，少
攻〈ともそれを容易にするも のと して，つぎのととが考えられる。
1.既有の経験 一 知識 .技術等が体系づけられ機造化されているという ことである。
-12ー
















































































































































I 研 究 方法
児童生徒が算数数学の問題を解決 して∞ぐ牒の愚考の過程や機態をとらえる方法として.つぎのよ
う左方法が考えられた。










はもとよ!J.問題提示のしかた ，敏郎1のととば ，熔設設備から気候等の条件陀至る全で ，実Vてさを
ざま在製図の復雑念令らを b合同の中で行をわれて阿る。 したがって， とれをそのささ周姿で観察




2. 第二t.実験的在学習指滋を行企ぃ ，そのj邑禄を分析検討するととκよって .児童生徒の思考の





















・特に数学の思考では ，その性質上 .個人の場合と集団の湯合とで ，本質的役相違は設いであ
ろうと考えられる。
以上のよう君主見解から.第一次研究に必凶ては，前明第3，個 A商援による研究調査を主軸とし







・凶楠原郡西川町立曽根小掌校 ( 1 8学級)
・同 曽郷中学校(1 2学級)












上 所 崎同 根
i馬差値
男 女 計 男 女 計 男
4 5-5 4 4 4 8 4 4 8 8 
5 5- 5 61 11 5 4 9 I 10 












男 女 計 男
4 4 8 4 
4 4 8 4 
8 8 16 8 
郷 計
女 苦十 男 女 計
4 8 8 8 16 
4 8 8 8 I 16 








(2) をさをさんの家の白ど加の聞僚は 5と2のわbあ加で.回のi面積院 15 0 aです。をさをさん
の家の田と畑防 .みんなで何aでしょうの
(3) をさをさんの家からさ学校全で 2.40 0 mあbちをす。受さをさんは，はじめ，毎分60mの速さ
で 25分歩き，その後は毎分 15 0 mの速さで走って竿佼陀つきをした。走った時間は何分でし
ょう。





(2) クラブの会合で，みかんを 1 人~5 個ずつ与える予定で必製数だけ買ったととろ，生徒の数が
予定した人数より 3人多ぐ走ったので.1人陀4j閤ずつ〈ばったら 2j国あ交ったとv>う。予定し
た生徒の数と買ったみかんの数はV>(らか。
(3) あるココ警で .30日間に 50 0 f図の製品を作らたければ走らだ凶ととに変ったn はじめは毎日
1 5 j:悶ずつ作って凶たが，とれではちをκあわtrv>ので ，途中から残業して毎日 20j閤ずつ作t • 











8 解決し終えた後 ."iたは解決不可能と断念したあとで .必艇に応じ，思考過程を聞い，きき出し
た。
7. 特κ，どのようを契機で怠考の行きづさき bが打開され ，洞察が可能K在ったかK注意した。
以上，問題提示から面接終了全での金過程Kかける児童生徒のひと bごと，動作，表情 ，示唆とそ
れに対する反応，質問と応答treを観察.記勾するとともに ，テープコーダーに幻音 し，手写実ととも
に盤煙 ，分所し.さきに述べたよう友仮説が実証されるかどうか，さらに .数掌:的問耳点、や方法と L
τは具休的にはどんなものがあるかを1婦守した。統計的な処理も一応や?ては凶るが.調査の性質上，
とれに大きf.r期待をかけるととは不可能であ.!:J.主として事例研究である。
-20ー
